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○調布市市民プラザあくろす条例施行規則 

平成17年１月31日規則第３号 

改正 

平成18年９月４日規則第98号 

平成19年11月15日規則第80号 

平成21年１月30日規則第４号 

平成24年３月30日規則第21号 

平成27年３月23日規則第11号 

平成28年３月31日規則第35号 

平成29年３月31日規則第26号 

令和３年３月31日規則第34号 

調布市市民プラザあくろす条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は，調布市市民プラザあくろす条例（平成17年調布市条例第１号。以下「条例」

という。）の施行について必要な事項を定めるものとする。 

（登録） 

第２条 調布市市民プラザあくろす（以下「あくろす」という。）の室（条例別表 １ あくろす

（スモールオフィスを除く。）の利用料金の上限額の表（以下「あくろすの利用料金表」という。）

に定める室をいう。以下同じ。）を使用しようとする者は，あらかじめ使用登録申請書（第１号

様式）を市長に提出し，使用登録決定通知書（第２号様式）の交付を受けなければならない。 

２ 前項の使用登録決定通知書の有効期間は，発行した日から３年を経過する日の属する月の末日

までとする。 

３ 前項の有効期間満了後も継続して登録しようとする者は，当該有効期間が満了する日の３月前

から使用登録決定通知書を添えて使用登録申請書を市長に提出し，更新することができる。 

４ 第１項の規定により使用登録決定通知書の交付を受けた者は，次の各号のいずれかに該当する

ときは，速やかに登録内容変更届（第３号様式）を市長に提出しなければならない。 

(１) 氏名に変更があったとき。 

(２) 住所に変更があったとき。 

(３) 前２号に掲げるもののほか，市長が必要と認めたとき。 

（スモールオフィスの使用の資格） 
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第３条 条例第４条に規定する創業して間がない者とは，創業して３年未満の者で，条例第２条第

２項に規定するスモールオフィス（以下「スモールオフィス」という。）の使用期間終了後も引

き続き市内で営業することが見込まれる者をいう。 

（抽せん申込み） 

第３条の２ 市内在住者（あくろすの利用料金表備考第１項各号に掲げるものをいう。以下同じ。）

は，あくろすを使用しようとするとき（あくろすの利用料金表に定める保育室めじろ（以下「保

育室めじろ」という。）のみを使用するときを除く。）は，あらかじめ，使用したい日（以下「使

用希望日」という。）の申込みを行い，当該使用希望日に使用することができるかどうかの決定

を受けることができる。 

２ 前項に規定する市内在住者の申込みは，使用希望日の属する月の３月前の１日（あくろすへの

来館又は電話による申込みにあっては，その日が条例第５条に規定する休館日（以下「休館日」

という。）に当たるときはその日後においてその日に最も近い休館日でない日）から同月の７日

までの間とする。ただし，市長が特に必要があると認めたときは，この限りでない。 

３ 前２項の規定による申込みは，あくろすへの来館，電話又はインターネットにより行うことが

できる。 

（使用予定者の決定） 

第３条の３ 市長は，前条の規定による申込みがあった場合において，１の室について同じ時間帯

での使用の申込みが複数あったときは，コンピューターシステムによる抽せんにより使用予定者

を決定するものとする。 

２ 前項の規定によるあくろすの使用予定者の決定について，使用希望日の申込みを行った者は，

同項の抽せんを行った日の翌日以後，あくろすへの来館，電話又はインターネットにより確認す

ることができる。 

（抽せん後の申込み） 

第３条の４ 前条の規定による抽せん後，申込みのなかったあくろすの室を使用しようとする場合

は，次の各号に掲げる区分に応じ，当該各号に定める期間に使用希望日の申込みを行うことがで

きる。ただし，市長が特に必要があると認めたときは，この限りでない。 

(１) あくろすの室を使用する場合（保育室めじろのみを使用する場合を除く。） 次に掲げる

区分に応じ，それぞれに定める期間 

ア 市内在住者 使用希望日の属する月の３月前の18日（あくろすへの来館又は電話による申

込みにあっては，その日が休館日に当たるときはその日後においてその日に最も近い休館日
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でない日）から使用希望日までの間 

イ 市内在住者以外の者（あくろすの利用料金表備考第２項に規定するものをいう。） 使用

希望日の属する月の２月前の１日（その日が休館日に当たるときはその日後においてその日

に最も近い休館日でない日）から使用希望日までの間 

(２) 保育室めじろのみを使用する場合 使用希望日の属する月の２月前の11日から使用希望日

までの間 

２ 前項の規定による申込みは，あくろすへの来館，電話又はインターネットにより行うことがで

きる。 

３ 第１項の規定による申込みにおいて，１の室について同じ時間帯での使用の申込みが複数あっ

たときは，その申込順に使用予定者を決定するものするものとする。 

（使用申請） 

第４条 前２条の規定により使用予定者となったものは，市長が別に定める日までに使用申請書（第

４号様式）を市長に提出しなければならない。 

２ スモールオフィスを使用しようとする者は，市長が定める日までにスモールオフィス使用申請

書（第５号様式）に次の各号に掲げる書類を添えて，市長に提出しなければならない。 

(１) 事業計画書（第６号様式） 

(２) 住民票（法人の場合にあっては，登記事項証明書及び代表者の住民票） 

(３) 市民税納税証明書 

(４) 直近の事業年度分の貸借対照表，損益計算書及び附属明細書（法人の場合に限る。） 

(５) 前各号に掲げるもののほか，市長が必要と認める書類等 

（使用の承認） 

第５条 市長は，前条第１項の規定による申請について使用を承認したときは，使用承認通知書（第

７号様式）により当該申請をしたものに通知するものとする。 

２ 市長は，前条第２項の規定による申請を受けたときは，その内容を審査のうえその適否を決定

し，スモールオフィス使用承認（不承認）通知書（第８号様式）により当該申請をした者に通知

するものとする。 

３ 前２項の規定により使用の承認を受けたもの（以下「使用者」という。）は，その使用に際し

て使用承認通知書を係員に提示しなければならない。 

（特別の施設等の申請） 

第６条 条例第11条ただし書の規定によりあくろすに特別の施設をし，又は変更を加えるための承
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認を受けようとするものは，第４条に規定する申請と同時に申請しなければならない。 

（取消しの通知） 

第７条 市長は，条例第12条の規定により使用の承認を取り消し，又は使用を制限し，若しくは停

止する場合は，使用承認取消（制限・停止）通知書（第９号様式）により当該使用者に通知する

ものとする。 

（入場の制限） 

第８条 市長は，次の各号のいずれかに該当する者の入場を拒み，又は退去を命ずることができる。 

(１) 火薬類その他危険物を所持する者 

(２) 他人に危害を及ぼし，又は及ぼすおそれのある者 

(３) 前２号に掲げるもののほか，管理上支障があると認められる者 

（使用者等の義務） 

第９条 使用者又は入場者は，全て係員の指示に従って次の各号に掲げる事項を守らなければなら

ない。 

(１) 係員の立入りを認容すること。 

(２) あくろすの利用料金表に定めるあくろすホールの使用者は，プログラム，配布物等を使用

日の３日前までに届け出ること。 

(３) 広告類の掲示について係員の承認を受けること。 

(４) 入場人員は，適正収容人員を標準とすること。 

(５) 施設及び附帯設備の管理を適正に行うこと。 

(６) 火災予防及び事故防止に万全を期すること。 

(７) 環境衛生上思わしくないものを持ち込み，又は使用しないこと。 

(８) 近隣住民等の迷惑となるような行為を行わないこと。 

(９) 前各号に掲げるもののほか，市長が必要と認めたこと。 

（覚書の締結） 

第10条 スモールオフィスの使用者は，使用承認通知書の受領後３週間以内に，事業内容，利用料

金の支払方法，事業報告書の提出等市長が定める事項について市長と覚書を締結しなければなら

ない。 

（覚書の内容の変更等） 

第11条 スモールオフィスの使用者は，前条に規定する覚書の内容を変更等しようとするときは，

スモールオフィス事業変更（中止・廃止）申請書（第10号様式）を市長に提出しなければならな
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い。 

２ 市長は，前項に規定する申請を受けたときは，その内容を審査のうえその適否を決定し，スモ

ールオフィス事業変更（中止・廃止）承認（不承認）決定通知書（第11号様式）により当該申請

をした者に通知するものとする。 

（実績報告） 

第12条 スモールオフィスの使用者は，その使用期間が満了したときは，期間の更新の有無にかか

わらず，速やかにスモールオフィス事業実績報告書（第12号様式）に必要書類を添えて市長に提

出しなければならない。使用期間途中に使用を停止し，又は中止した場合も，また同様とする。 

（附帯設備の利用料金） 

第13条 あくろすの利用料金表備考第５項に規定する附帯設備の使用に係る利用料金の上限額は，

別表に定めるところによる。 

（利用料金の減額又は免除） 

第14条 条例第17条の規定による利用料金の減額又は免除は，次の各号に掲げるところによる。 

(１) 市が主催し，又は共催事業として使用する場合 免除 

(２) 市内の官公署が公益のため使用する場合 利用料金の100分の50に相当する額（その額に10

円未満の端数がある場合は，これを切り捨てた額） 

(３) 代表者及び構成員の半数以上が市内在住者である５人以上の団体で，次に掲げるいずれか

の活動を継続的，自主的に行っている団体が使用する場合 利用料金の100分の50に相当する額

（その額に10円未満の端数がある場合は，これを切り捨てた額） 

ア 女性の社会的地位の向上及び社会参加を推進し，男女共同参画社会の促進を図る活動 

イ 非営利の公益的な社会貢献活動 

ウ 産業の活性化に資する活動 

（利用料金の還付） 

第15条 条例第18条ただし書の規定による利用料金の還付の額は，次の各号に掲げるところによる。 

(１) 条例第12条第３号の規定に該当する場合 既納の利用料金の全額 

(２) 条例第12条第４号の規定に該当する場合 既納の利用料金の全額 

(３) 使用者が使用を開始する７日前（同日（この号の規定により使用の取消しを申し出る日を

含む。）が休館日に当たるときはその日前においてその日に最も近い休館日でない日）までに

使用の取消しを申し出た場合 既納の利用料金の全額 

(４) 使用者が使用を開始する２日前（同日（この号の規定により使用の取消しを申し出る日を
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含む。）が休館日に当たるときはその日前においてその日に最も近い休館日でない日）までに

使用の取消しを申し出た場合 既納の利用料金の100分の50に相当する額（その額に10円未満の

端数がある場合は，これを切り捨てた額） 

（雑則） 

第16条 この規則に定めるもののほか必要な事項は，別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は，平成17年２月１日から施行する。 

（使用に係る申請の特例） 

２ 第４条及び第６条の規定にかかわらず，この規則の施行の日から平成17年６月30日までの使用

に係る各月分の申請については，市長が別に定める。 

（多目的室の使用に係る申請の特例） 

３ 第４条第２項の規定にかかわらず，平成24年５月14日から同年７月31日までの間におけるあく

ろすの利用料金表に定める多目的室（以下「多目的室」という。）の使用に係る市内在住者の申

請及び同年５月14日から同年６月30日までの間における多目的室の使用に係る市内在住者以外の

者の申請は，同年４月23日から行うことができる。 

附 則（平成18年９月４日規則第98号） 

１ この規則は，平成18年10月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の調布市市民プラザあくろす条例施行規則の規定は，平成18年10月１日

以後の使用申請に係るものについて適用する。 

附 則（平成19年11月15日規則第80号） 

この規則は，平成19年11月20日から施行する。 

附 則（平成21年１月30日規則第４号） 

（施行期日） 

１ この規則は，平成21年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正後の調布市市民プラザあくろす条例施行規則の規定は，この規則の施行の

日以後の使用に係るものについて適用し，同日前の使用に係るものについては，なお従前の例に

よる。 

３ この規則による改正前の調布市市民プラザあくろす条例施行規則の様式は，その残品の存する
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間，所要の修正を加え，なお使用することができる。 

附 則（平成24年３月30日規則第21号） 

（施行期日） 

１ この規則は，平成24年４月１日から施行する。ただし，第４号様式の改正規定及び第４項中調

布市市民プラザあくろすの指定管理に関する規則第１号様式第１項の表に多目的室の項を加える

改正規定は，同年５月14日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正後の調布市市民プラザあくろす条例施行規則の規定は，この規則の施行の

日以後の使用に係るものについて適用し，同日前の使用に係るものについては，なお従前の例に

よる。 

３ この規則による改正前の調布市市民プラザあくろす条例施行規則の様式は，その残品の存する

間，所要の修正を加え，なお使用することができる。 

（調布市市民プラザあくろすの指定管理に関する規則の一部改正） 

４ 調布市市民プラザあくろすの指定管理に関する規則（平成17年調布市規則第８号）の一部を次

のように改正する。 

（次のよう略） 

附 則（平成27年３月23日規則第11号抄） 

（施行期日） 

１ この規則は，平成27年６月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正後の調布市市民プラザあくろす条例施行規則第４号様式の規定の適用につ

いては，この規則の施行の日から平成27年９月30日までの間，同様式中 

「     

 ホール全面 ホール① ホール②  

 会議室１ 会議室２ 研修室１  

 研修室２ 研修室３ 研修室４  

 和室 調理室 保育室  

    」 

とあるのは， 

「     
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 ホール全面 ホール① ホール②  

 会議室１ 会議室２ 研修室１  

 研修室２ 研修室３ 研修室４  

 和室 調理室 保育室 多目的室  

    」 

とする。 

４ この規則による改正後の調布市市民プラザあくろす条例施行規則の規定は，この規則の施行の

日以後の使用に係るものについて適用し，同日前の使用に係るものについては，なお従前の例に

よる。 

５ この規則による改正前の調布市市民プラザあくろす条例施行規則及び調布市市民プラザあくろ

すの指定管理に関する規則の様式は，その残品の存する間，所要の修正を加え，なお使用するこ

とができる。 

附 則（平成28年３月31日規則第35号抄） 

（施行期日） 

１ この規則は，平成28年４月１日から施行する。 

（調布市市民プラザあくろす条例施行規則の一部改正に伴う経過措置） 

14 第13条の規定による改正前の調布市市民プラザあくろす条例施行規則の様式は，その残品の存

する間，所要の修正を加え，なお使用することができる。 

附 則（平成29年３月31日規則第26号） 

（施行期日） 

１ この規則は，平成29年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正後の調布市市民プラザあくろす条例施行規則（以下「改正後の規則」とい

う。）の規定は，この規則の施行の日以後の申込み及び申請に係るものについて適用し，同日前

の申請に係るものについては，なお従前の例による。 

３ この規則の施行の日から平成29年４月30日までの間における改正後の規則第３条の２の規定の

適用については，同条第１項中「あくろすを使用」とあるのは「あくろす（研修室５を除く。）

を使用」と，同条第３項中「来館，電話又はインターネット」とあるのは「来館又は電話」とす

る。 

４ この規則による改正前の調布市市民プラザあくろす条例施行規則の様式は，その残品の存する
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間，所要の修正を加え，なお使用することができる。 

（調布市市民プラザあくろすの指定管理に関する規則の一部改正） 

５ 調布市市民プラザあくろすの指定管理に関する規則（平成17年調布市規則第８号）の一部を次

のように改正する。 

（次のよう略） 

附 則（令和３年３月31日規則第34号） 

この規則は，令和３年４月１日から施行する。 

別表（第13条関係） 

附帯設備の利用料金の上限額 

１時間当たり 

区分 
単位 基本料金 備考 

附帯設備名 

音響セット １式 500円 操作卓・プロジェクター付 

液晶ビデオプロジェクター １台 200  

テレビ １式 100 ビデオ・ＤＶＤデッキ付 

演台 １式 100 花台付 

ステージ １台 100 240センチ×120センチ 
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第１号様式（第２条関係） 

 



11/27 

第２号様式（第２条関係） 
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第３号様式（第２条関係） 
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第４号様式（第４条関係） 
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第５号様式（第４条関係） 
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第６号様式（第４条関係） 
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第７号様式（第５条関係） 
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第８号様式（第５条関係） 
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第９号様式（第７条関係） 
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第10号様式（第11条関係） 
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第11号様式（第11条関係） 
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第12号様式（第12条関係） 
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